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会社紹介

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.

■社名
■所在地

三浦工業株式会社
愛媛県松山市堀江町７番地

■設立 1959年５月
■グループ会社 国内 10社

海外 17社

■従業員 グループ 5,920名
（うち海外 1,720名）

■事業内容 機器販売事業/メンテナンス事業
小型貫流ボイラ・水処理装置・食品機械・滅菌器など

■資本金
■株式上場
■格付情報

95億4400万円
東証・大証１部
発行体格付 A
株式会社格付投資情報センター(R＆I)

概 要

※2020年3月31日現在

コーポレートステートメント 熱・水・環境のベストパートナー
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日常の何気ないシー
ン・・・

そこには、
ミウラのボイラが
活躍しています

蒸気とは？

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.
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蒸気とは？

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.
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蒸気（気体）⇒水（液体）
の相変化に伴う潜熱を利用
することで、高温かつ大容
量の熱を輸送している



蒸気ボイラとは

貫流ボイラ 水管ボイラ
炉筒煙管ボイラ

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.

1938年国産初
1800年からの伝統技術

1959年国産初
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貫流ボイラの特長

産業界の熱源の主役
小型貫流ボイラの多缶設置は高効率（環境性・経済性）で省スペース
日本では、取り扱いの資格についても優遇

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.
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貫流ボイラの導入割合

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.
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２．水素社会への取
組みとその背景

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.
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MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.

水素社会を前提としたミウラの取り組み
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水素社会を前提としたミウラの取り組み
燃料電池
(コージェネ)

燃料電池
(モノジェネ)
【東京ガス株式会社
様と共同開発中】

水素燃料の貫
流蒸気ボイラ

小型水素製造装
置(suidel)
【東京ガス株式会社
様と共同開発中】

コンパクトタイ
プ水素製造装置

(HYSERVE)
【Daigasガスアンド
パワーソリューショ
ン株式会社様より製
造委託】

都市ガスを燃料と
し、電気と熱(温水)
を生み出すコー
ジェネ機。
省エネ、CO2削減、
防災対策に貢献！

都市ガスを燃料とし、
電気を生み出すモノ
ジェネ機。
世界初
発電効率65％

燃料は水素のため、
CO2排出ゼロ！
SI-2000ASは高速
連続制御搭載
AI-2500高圧仕様も
ラインナップ。

都市ガスを燃料とし、
5m3N/hの水素を生成。
オンサイトで小容量
の水素供給が可能！

※suidelは東京ガス株式会社
の登録商標です。

都市ガスやLPGを燃
料とし、水素を生成。
オンサイト型水素ス
テーション等で活
躍！

（当社製造実績）
水素製造能力：
300m3N/h仕様
100m3N/h仕様
※HYSERVEは大阪ガス株式
会社の登録商標です。本日ご紹介
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３．水素燃料ボイラ

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.
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水素は燃焼時の生成物が水のみ。CO2排出はゼロに！

水素燃料ボイラの商品化

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.
水素社会でも熱源の主役として活躍 13



水素はさまざまな一次エネルギーから入手可能

水素燃料ボイラの商品化

水素社会でも熱源の主役として活躍
海外より

H2

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.
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導入事例（副生水素の有効利用） 岡山化成株式会社様

水素燃料ボイラの商品化

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.
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NEDO実証（再エネ水素の熱利用） 山梨県様

水素燃料ボイラの商品化

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.

「水素社会構築技術開発事業／水素エネルギーシステム技術開発
／CO2フリーの水素社会構築を目指したP2Gシステム技術開発」

出典：国立研究法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 ＨＰ

https://www.nedo.go.jp/content/100895069.pdf

SU-250Ｈご採用
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４．燃料電池

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.
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MIURA CO., LTD. ALL RIGHT RESERVED

業務用4.2kW固体酸化物形燃料電池（SOFC）

高効率でクリーンな次世代の発電システム

FC-5B(2019年10月発売開始)

【燃料電池（コージェネ機）】AC4.2kW 発電効率50%、総合効率90%
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MIURA CO., LTD. ALL RIGHT RESERVED

業務用4.2kW固体酸化物形燃料電池（SOFC）

高効率でクリーンな次世代の発電システム

■食品スーパーマーケット ■福祉施設
■飲食店（レストラン、ファーストフード）
■事務所 ■病院
■フィットネス ■コンビニエンスストア
■小規模工場 ■銭湯 など
■集合住宅

お客様の一例

19



超高効率SOFC 給湯需要の少ないオフィス、CVS 、学校などに

世界初 発電効率65％の実証開始

東京ガス株式会社様の高効率化技術と三浦工業株式会社のシステム
化技術を融合させることにより、世界で初めて５kW級の発電出力規模に
おいて発電効率６５％のSOFCシステムの開発に成功しました。本システ
ムは高効率な発電の特長を活かしたモノジェネレーションシステムで従来の
LNG火力発電よりも高い発電効率を有した分散型電源になります。

＜実証先＞

要目 仕様

発電量 5.0kW

発電効率 65％

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.

【燃料電池（モノジェネ機）】AC5kW 発電効率65%
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【燃料電池（モノジェネ機）】

コジェネ

モノジェネ

現在0.488kg-CO2/kWh

2030年目標値
0.37kg-CO2/kWh

電源の低炭素化・脱炭素化に貢献

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.

先進の大規模発電を凌駕する効率
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５．まとめ

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.
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 産業分野における熱利用（非電力）の温室効果ガス削減の

取組みは重要

 熱利用で電化できない／し難い領域は存在し、主要な熱源で

ある蒸気ボイラーの水素燃料化は有効

 ただし、①大量のエネルギーを輸送できるガスインフラと一体と

なった検討が不可欠であり、②水素ならびに水素関連機器の

コスト低減（技術開発と量産効果）が重要

 高効率な燃料電池（コジェネ、モノジェネ）は足元のCO2削

減にも有効で、さらに将来の水素社会への基盤技術となりうる

 水素社会の到来を前提とした商品開発を推進していく

まとめ

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.
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蒸気とは？
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貫流ボイラの価値

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.



ミウラ業績の推移

1959年 設立・各種ボイラの製造開始

1972年 高効率ボイラの開発、ZMP(3年間有償保守管理)契約の開始

1974年 東京ガス様とのガス焚きボイラ共同開発

1977年 MI(ボイラ多缶設置)システムを商品化

1978年 多角化事業開始

1982年 大証二部上場

1984年 東証二部上場

1986年 MIシステム特許成立

1989年 東証、大証一部上場、AI搭載ボイラ開発、オンラインメンテナンス開始

1991年 低NOxボイラ開発

2004年 低NOxボイラSQ-2500ZS発売

2009年 設立50周年 、高圧貫流蒸気ボイラSQ-7000Z発売

2017年 ランドリー事業会社をグループ化
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グループ化

2020年度計画
売上1,390億円
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ボイラ事業創生期
ボイラ事業成長期

多角化事業創生期

ベストパートナー戦略創生期

グローバル化育成期

トータルソリューション成長期・グローバル化成長期

（年度）

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.

2/3は
ボイラ関連

熱・水・環境のベストパートナー



MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.

メンテナンス事業はミウラビジネスの柱

101拠点
約1,100名の

フィールドエンジニア体制

[2020年3月31日現在]



ミウラオンラインメンテナンス開始(1989年)

１人当りの管理缶数の増加、効率的メンテ、
メンテナンス員を３Ｋ（危険・汚い・きつい）から解放

30年以上前から「IoT」を活用したハイテクサービスで高い収益性を維持

MIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.

ユーザー
監 視

対処方法を電話連絡
（データ収集・解析）

遠隔監視で状況確認

オンライン通信台数

65,000台以上
※ボイラ以外の機器も含む

（2020年3月末現在）

出向

現場に行かない 故障の原因がわかる 事前準備出来る 早期回復

フィールドエンジニアの働き方改革



水素基本戦略を基軸に、、

出典：資源エネルギー庁HP

https://www.meti.go.jp/press/2017/12/20171226002/20171226002-2.pdfMIURA CO.,LTD. All Rights Reserved.



水素 メタン プロパン 水素の特性と設計要件

低位発熱量
[MJ/m3N]

10.8 35.9 93.6
燃料流量が多く、ガス配管の圧力損失が大
きくなる

最大燃焼速度
［cm/s］

346 43 47
逆火の懸念がある
→フレームアレスタを標準装備

燃焼範囲
（下限-上限）
[％-vol]

4.0-75.6 5.0-15.0 2.1-9.5
可燃範囲が広く、空気との混合に注意
→ガス配管の窒素パージを実施

拡散速度
[cm2/s]

0.61 0.16 0.12 上方へ拡散しやすく、開放空間での爆発の
懸念はほとんどない
→屋外仕様を標準とする密度

[kg/m3]
0.0854 0.6797 1.901

断熱火炎温度[℃] 2,109 1,951 1,992
火炎温度が高く、サーマルNOxが高い。
→低NOx対応を実施

熱放射（輻射率ε） 0.04〜0.25 0.15〜0.35 （0.3〜0.4）
熱放射による被害や類焼は少ない
→保守・メンテナンスも対応可能

水素燃料ボイラの商品化

燃料としての水素の特性を踏まえた安全設計が必須

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.



水素燃料ボイラの商品化

水素を無駄なく燃焼させる高速連続制御

MIURA Co., Ltd. All Rights Reserved.


